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濃縮度試験成績報告書

試　 料　 名　　　 1・1・2一トリクロロエタン　 （・醐斗孤　 K－25）

分子式　C2H3CE3

構　造　式　　　　C且　H
　　　　　　　　　l　l
　　　　　　　H－C－C－H
　　　　　　　　　l　l
　　　　　　　　　C且　C£

同　　定　　IRチャート　（図一29参照）

性　　　状　　外　観　　無色誘明な液体

　　　　　　　沸点◎　　11五5℃

　　　　　　　溶解性　　対ベンゼン　n一ヘキサンに可溶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使用）

試験期間　　昭和53年12月5目＾唄召和54年2月28日

試験方法及び条件

爆瀞一一…一…

51　T　L皿賦験

　　③　試験魚

　　　　　ヒタダカ　平均体重　日・16g　塩化第二水銀検定合格魚＊

　　　　＊田端健二：用水と廃水　14　1297～1505（1972）

　（b）　分散剤及び分散法

　　　　分散剤

　　　　　使用せず。

　　　　分散法

　　　　　供試物質0、5gに水を加えて、500㎡としマグネテ

　　　　　イックスターラーにて哩時間撹拌溶解して0笹Oppm

　　　　　　（W／V）の原液を調製した。

　（q　試験温度

　　　　　25士2℃

　（の　試験結果

　　　　　48時間TLm値：155PP皿（W／V）

　　　　　　　　　　　（図一5参照）



52　濃縮度試験

521　試験条件

（a）　水系環境調節装置　　流水式

　　（揮発性化学物質用濃縮度装置を使用）

試験水槽
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（原液：希釈水＝2泌／分：800認／分）

（b）試験魚

コ　イ
平均体重　289

平均体長　｛1侃

（c）　外部消毒及ぴ順化

（1）　外部消毒

止水状態で10ppm塩酸ク・ロテトラサイクリン

水溶液で24時間薬浴を行った。

（2）　順　　化

25℃　×　14日間

（d）分散剤及ぴ分散法

51（旬に同じ

（e）試験温度

25士2℃

（⇒　水槽中の溶存酸素量

図一27、28参照

（9）水槽濃度

設定理由

精度よく定量できる濃度は、約巳45ppm（図一4参照）

である。水分析時の前処理操作にむいて20倍濃縮が可能

なこと及び回収率97％及び水槽濃度の低下を20多と見

込み、第2濃度区の水槽濃度を巳05p　pmと設定した。

第1濃度区は第2濃度区の10倍に設定した。

（計算式）　笥2濃度区の水槽濃度は

α45

　　　97
20×一一一・×
　　　100

100－20

」一 @〔工05pp皿になるo

100



設　定　値
　　　　　　（単位PP皿W／▽）

　　　　　　丁　　　　一
　　　　　　　l　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　ギ墜一試物乞」

「　　　　　巳5

1墨欝に可ゴ

実　測　値

　表一1　濃縮倍率を求めるための平均濃度（単位ppm里／V）
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L＿．…里」⊥竺⊥6㌧
1笹蟹煙下垂煙塵ユ

距範回唖亜」

　　　　　以下次頁に続く

こ22 　分析条件

　　　装　置　　ガスクロマトグラフ　型一」σC－20K

　　　カラム

　　　固定相　　クロモソルプW

　　　液相　PEG20M10％
　　　　　　　　2．5m×2mmφ　ガラス

　　カラム温慶　
124℃

　　キャリアガス　N2

　　検　出　器　E　C　D

　（1）　魚　体

　　　　　　　　　試験魚

　　　　　　　　　　・一30℃で1時間冷凍

　　　　　　　　　　ヤハサミで粗く切る

　　　　　　　　　　←尿素509

　　　　　　　　　　　蒸留水80認
　　　　　　　　　　・蒸留装置俳牝連結

　　　　　　　　　　，・蒸留開始

　　　　　　　　　　・n｛キサン20弼で捕集（氷水で冷却）

　　　　　　　　以下次頁に続く

体）　使用分析機器及び条件

㈲　分析試料の前処理



（2）

　　　　前頁より続く
　　　　　　　　　　I

　　　　　　　l初留出液　（約50ガ）

　　　　　　　　　　　振とう　5分間

　　ヨ　　　　　　　　　　　　ド
　　オ　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

区1亙　r函￥ン層
　　　　　　　　　　♂

　　　　　　　　　　・無水硫酸ナトリウムで脱水

　　　　　　　　　　ヨ

　　　（＊図幅§9参照1

試験水
　　　　　　　匿’慨’函　　　第1区

　　　　　　　一τ飯　　5。泌

　　　　　　　　　←n一ヘキサン　　　25冠

　　　　　　　　　←塩化ナトリウム　　15g
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜振とう5分間
　　　　　　　　　l
　　　l…一｝一「
＿．ユ＿r　　＿」．　　　　　　　　、

主査．＿巴に二型

　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　G．c　試　料

第2区

｛4

50認

5009

よ　貧験結果

41　供試魚の状態

　　　外観観察結果　　正常

42　濃縮度試験の結果

　　表口2　　供試特質の濃縮倍率

『二「石下騨Il避IIi『弱

　　　　　　　丁’15孤1，261t5t
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参考値：（）で表示妻む、試験結果の表示について

濃縮倍率と定量精度の関係は次の通りである。

　　以下次頁に続く
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皿） 濃縮倍率

第1区1，2以上

謔Q区14以上
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A：精度よく定量できる濃度：巳45　ppm（図一4参照）

B：検出限界の濃度（8／N42）：巳045PP皿（図一4参照）

C：回収率：92．4％

D：魚体重：509

E：最終液量：20泌

F：希釈倍■奉：1

以　上




